
理 事 者 に よ る 説 明 の 概 要

Ⅰ．市駅周辺再整備の取組について
◆再整備基本計画について 
・事業の実現性及び民間ノウハウや投資をさらに促す環境づくりなどを検討し、新しいまちづくりや土地利用の方向性を示す。 
・連鎖型まちづくりとして、④・⑤街区の整備手法を市街地再開発事業から土地区画整理事業へ見直し、段階的に事業を進める（下図）。 
・市駅周辺が広域中心拠点として発展することで、個人・事業者・行政に効果が生まれ、全市域へ波及することを目指す。 

〇段階的な事業のイメージ（財政状況などを踏まえて各ステージを進める）

◆ 新庁舎基本構想と市駅前行政サービスの再編について 

◆ 総概算事業費及び市負担額等について （単位：億円）
街　区

合　計

事業手法 事業費 市負担額 （主な経費）
・道路や市駅前広場整備に係る費用
・市街地再開発補助金などの事業費補助金
・新庁舎整備や市駅前行政サービスの再編に係る経費等

約43
約108
約76
約87

③街区

②街区・ステージ2

④・⑤街区 

ステージ１-１

ステージ１-２～１-３

市街地再開発事業

土地区画整理事業

土地区画整理事業

453 75

81 41

247 198

53 28

194 170

781 314

※金額については、現時点での目安であり、事業手法や今後の社会経済状況により変動する。 

Ⅱ．市駅周辺再整備事業の財政シミュレーションについて 
・新型コロナウイルスの感染拡大による市税収入や対策経費などの影響を踏まえ、長期的な視点による財政面からの実現性を明示する。
・財政の健全性を損なわないよう、全街区の整備に向け、各ステージで収支見通しや財源確保の状況を踏まえながら事業展開を図る。
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地区名 

R2
（2020） 

R3
（2021） 

R4
（2022） 

R5
（2023）

R6
（2024） 

R7 
（2025） 

R8
（2026） 

R9
（2027） 

R10～
（2028）～

③街区 
整備期間  

複合施設  北口駅前
広場

 

準備期間
都市計画
決定

 
 

整備期間 
ステージ１-１

ステージ２

ステージ１-２

ステージ１-３
④街区北
⑤街区東(府民センターエリア)  

 

⑤街区(新庁舎
エリア) 

④街区南(現庁
舎エリア) 

②街区 検討期間
（R1～）

 
 

準備期間 整備期間  南口駅前
広場

〇参考：市駅周辺再整備事業に
　おける街区図

〇事業実施に向けたスケジュール

④街区
⑤街区 

・新庁舎整備の基本方針は、防災機能の向上のほか、申請手続のデジタル化やテレワークなどコロナ禍への対応も踏まえたものとする。 
・新庁舎は、既存施設の活用や文書量の削減により規模を約25,000㎡とし、土地区画整理事業による⑤街区での整備費を約116億円
とする。また、枚方消防署の移転も視野に入れ、整備の検討を進める。
・市駅前行政サービスの再編では、③街区の複合施設内への整備を基本に、早期実現を図る。また、図書館と生涯学習市民センターの
機能連携や本庁舎分室としての市民窓口の機能拡充、民間施設との効果的な連携により、行政サービスの質の向上を図る。

実質的な市負担額
約227

１．時点修正後の長期財政の見通し【今年度実施した新型コロナ対策や小・中学校へのタブレット導入等の経費を反映】
　　　　期間を通じて５億円程度の黒字を維持。
２．上記１をベースに、④街区北、⑤街区東（ステージ１-１）までを見込んだ場合（市負担額約28億円）
　　　　新庁舎等の基金を活用して事業の推進を図るため、収支に与える影響はなし。
３．全街区を見込んだ場合（⑤街区庁舎案、市負担額約227億円）
　　　　実質収支が期間を通じて10億円台で推移するよう、新たに10億円の財源を見込む。  

（市負担額の財源）
・基　金
・起　債
・一般財源
・市有財産有効活用
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枚
方
市
駅

⑤街区へ
庁舎機能移転
　跡地活用

＜ 4 ＞枚 方 市 議 会 報令和３年（２０２１年） ２月１日 第 3 3 1 号令和３年（２０２１年） ２月１日
　
議
会
は
、
12
月
４
日
に
、

「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
の

具
体
化
に
向
け
た
検
討
に
つ

い
て
」
を
案
件
と
し
た
全
員

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
現
在
、
新
庁

舎
整
備
を
含
む
市
駅
周
辺
再

整
備
の
具
体
化
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
お
り
、
議
会
で

も
平
成
29
年
３
月
か
ら
４
度

に
わ
た
り
全
員
協
議
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
平
成
30
年
度
作
成

の
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
基

本
計
画
（
以
下
「
基
本
計

画
」）
及
び
枚
方
市
新
庁
舎

整
備
基
本
構
想（
以
下
「
基

本
構
想
」）
の
素
案
に
つ
い

て
、
議
会
の
意
見
や
財
政
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
た
見
直
し

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
本
計
画
や
基
本

構
想
の
実
現
性
を
裏
づ
け
る

た
め
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響

等
を
踏
ま
え
た
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
理

事
者
か
ら
説
明
を
受
け
（
内

容
は
左
欄
参
照
）、
引
き
続

い
て
12
人
の
議
員
が
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
見
据
え

新
庁
舎
の
規
模
縮
減
を

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ

ー
ク
や
ウ
ェ
ブ
会
議
の
活
用
、

申
請
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

急
速
に
進
む
中
、
新
庁
舎
の

規
模
は
縮
減
が
可
能
と
考
え

る
。
行
政
文
書
や
来
庁
者
が

今
後
減
る
中
で
は
、
現
状
面

積
と
同
程
度
で
考
え
て
い
る

書
庫
や
駐
車
場
は
、
さ
ら
に

縮
小
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
デ
ジ
タ
ル
申
請
に
伴

う
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
文
書

保
存
量
縮
減
の
取
組
状
況
等

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
規
模

の
精
査
を
行
っ
て
い
く
。

事
業
者
の
参
画
を
促
す
た
め

整
備
内
容
を
明
確
に
す
べ
き

質
問　
ま
ち
づ
く
り
に
当
た

り
、
事
業
者
の
参
画
意
欲
を

促
し
民
間
活
力
を
引
き
出
す

に
は
、
市
が
目
指
す
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
基
本
計
画
に
明
確

に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
新
庁
舎
の
位
置
は

⑤
街
区
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
視

野
を
広
げ
、
早
期
整
備
に
向

け
検
討
す
べ
き
と
意
見
す
る
。

答
弁　
今
後
、
本
計
画
で
示

す
交
通
基
盤
の
考
え
方
等
を

基
に
、
事
業
者
や
権
利
者
と

協
議
し
、
駅
前
広
場
の
形
状

な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。

利
便
性
の
高
い
④
街
区
に

新
庁
舎
等
を
配
置
す
べ
き

質
問　
③
街
区
に
お
け
る
商

業
施
設
へ
の
集
客
に
疑
問
の

声
が
上
が
る
中
、
市
駅
前
で

利
便
性
の
高
い
④
街
区
の
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
跡
地
等
は
、

民
間
活
力
導
入
の
た
め
売
却

す
る
の
で
は
な
く
、
新
庁
舎

を
は
じ
め
中
央
図
書
館
や
集

会
施
設
等
を
配
置
す
る
方
針

に
転
換
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　
基
本
計
画
で
、
新
庁

舎
整
備
は
ま
ち
づ
く
り
や
財

政
、
波
及
効
果
等
の
総
合
的

観
点
か
ら
④
街
区
よ
り
評
価

の
高
い
⑤
街
区
と
し
て
い
る
。

市民会館
大ホール
解
体
し
て
跡
地
を
活
用

市
民
と
と
も
に
検
討
を

質
問　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

は
老
朽
化
し
危
険
な
た
め
、

ま
ず
解
体
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
な
お
、
基
金
を
使
っ
て
施

設
を
解
体
し
、
市
民
と
対
話

や
議
論
を
重
ね
跡
地
活
用
す

る
他
市
の
例
も
あ
る
。
危
険

建
築
物
を
放
置
す
る
こ
と
な

く
解
体
し
、
市
民
と
と
も
に

跡
地
活
用
を
考
え
る
姿
勢
を

徹
底
す
べ
き
と
意
見
す
る
。

答
弁　
財
政
状
況
等
を
踏
ま

え
る
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
先

行
し
た
単
独
事
業
と
し
て
の

解
体
に
は
課
題
が
あ
る
と
考

え
る
。

輝きプラザ
き ら ら
新
庁
舎
整
備
後
の

庁
舎
機
能
に
疑
問

質
問　
分
散
し
た
庁
舎
を
ま

と
め
る
新
庁
舎
整
備
と
し
な

が
ら
、
教
育
委
員
会
の
移
転

後
も
輝
き
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
に

庁
舎
機
能
を
持
た
せ
る
の
は

疑
問
だ
が
、
見
解
を
聞
く
。

　
な
お
、
新
庁
舎
以
外
に
分

散
し
た
災
害
拠
点
が
必
要
な

の
か
、
支
所
等
の
地
域
拠
点

の
充
実
と
併
せ
て
検
討
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

答
弁　
本
庁
舎
と
の
遠
隔
シ

ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
り
、

執
務
室
と
し
て
の
活
用
を
考

え
て
い
る
。

計
画
全
体
を
見
通
し

再
整
備
事
業
の
判
断
を

質
問　
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

に
課
題
や
効
果
額
を
追
加
設

定
し
、
財
源
を
確
保
す
る
と

い
う
が
、
財
政
的
に
ス
テ
ー

ジ
１
―
１
で
立
ち
止
ま
る
と

判
断
し
た
場
合
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
は
な
い
の
か
。

　
な
お
、
同
１
―
１
の
実
施

に
際
し
て
は
、
そ
の
後
の
計

画
全
体
を
見
通
し
て
慎
重
に

行
う
べ
き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁　
④
・
⑤
街
区
の
現
庁

舎
機
能
を
維
持
す
る
な
ど
、

極
力
影
響
が
な
い
よ
う
段
階

的
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

新
た
な
財
源
確
保

10
億
円
の
試
算
に
懸
念

質
問　
全
街
区
の
整
備
を
見

込
ん
だ
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
10
億
円
の
新
た

な
財
源
確
保
を
前
提
と
し
て

い
る
。
唐
突
で
懸
念
を
抱
く

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
財
政
運

営
上
の
リ
ス
ク
や
自
然
災
害

も
想
定
さ
れ
る
中
、
こ
の
試

算
に
つ
い
て
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁　
行
革
の
取
組
等
で
財

源
の
確
保
は
可
能
だ
が
、
全

街
区
の
整
備
は
長
期
に
及
ぶ

た
め
、段
階
的
に
収
支
見
通
し

や
財
源
確
保
の
状
況
を
踏
ま

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
駅
前
の
図
書
館

想
定
面
積
の
見
直
し
を

質
問　
利
便
性
の
高
い
市
駅

前
の
図
書
館
は
、
想
定
面
積

を
２
０
０
平
方
㍍
と
し
、
分

館
並
み
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

と
い
う
が
、
相
応
の
広
さ
と

開
架
図
書
数
に
加
え
、
機
能

も
充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
市
駅
前
に
ふ
さ
わ

し
い
図
書
館
と
な
る
よ
う
、

広
さ
も
含
め
て
検
討
し
直
す

べ
き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁　
市
駅
前
と
い
う
立
地

を
生
か
す
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
て
利
用
し
や
す

い
図
書
館
と
す
る
。

新 庁 舎
国
や
府
の
関
係
踏
ま
え
た

整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

質
問　
国
や
府
と
の
関
係
も

踏
ま
え
た
、
新
庁
舎
整
備
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
く
。

　
な
お
、
新
庁
舎
の
在
り
方

は
デ
ジ
タ
ル
化
も
見
据
え
検

討
す
べ
き
で
、
位
置
決
定
の

具
体
化
に
は
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
連
携
す
る
民
間
パ
ー

ト
ナ
ー
の
信
頼
性
と
位
置
づ

け
が
重
要
だ
と
意
見
す
る
。

答
弁　
国
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
の
検
討
を
深

め
、
５
年
度
の
事
業
認
可
申

請
ま
で
に
は
府
と
協
議
の
上
、

必
要
な
取
組
を
整
え
て
い
く
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

全
街
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

質
問　
計
画
案
で
は
、
ス
テ

ー
ジ
と
い
う
概
念
を
加
え
、

段
階
的
な
事
業
イ
メ
ー
ジ
や

想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す

が
、
事
業
の
進
め
方
を
聞
く
。

　
な
お
、
様
々
な
想
定
や
対

策
を
示
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
全
街
区
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
社
会
経
済
状
況
や
本

市
の
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
、

各
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
前
に
一

旦
立
ち
止
ま
り
、
確
認
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
示
し

市
民
と
の
合
意
形
成
を

質
問　
基
本
計
画
に
お
い
て
、

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ど
の
よ
う
に
実

現
す
る
の
か
見
解
を
聞
く
。

　
な
お
、
そ
う
し
た
取
組
状

況
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
に

よ
り
、
一
つ
高
い
次
元
で
の

市
と
市
民
と
の
合
意
形
成
に

つ
な
が
る
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁　
ま
ち
づ
く
り
の
具
体

化
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識

し
な
が
ら
長
期
的
か
つ
多
角

的
な
視
点
を
持
っ
て
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
跡
地

有
効
活
用
の
早
期
検
討
を

質
問　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
当
該

施
設
の
管
理
や
老
朽
化
も
踏

ま
え
、
有
効
活
用
を
早
期
に

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
議
会
へ
の
報
告
の

た
び
に
再
整
備
事
業
は
遅
れ

て
お
り
、
市
長
の
任
期
中
に

一
つ
で
も
事
業
を
や
り
切
る

決
意
で
臨
む
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

跡
地
を
含
む
④
・
⑤
街
区
の

ま
ち
づ
く
り
を
先
行
し
、
５

年
度
で
の
同
ホ
ー
ル
の
解
体

工
事
着
手
を
目
指
す
。

テ
ム
改
修
に
着
手
し
、
３
月

末
に
は
高
齢
者
へ
の
接
種
券

の
通
知
を
想
定
し
て
い
る
。

接
種
体
制
は
、
医
療
機
関
で

の
接
種
と
公
共
施
設
等
で
の

集
団
接
種
を
検
討
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

移
動
困
難
者
へ
の
対
応
は

質
問　
寝
た
き
り
な
ど
で
移

動
が
困
難
な
人
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

　
な
お
、
市
民
が
十
分
な
情

報
に
基
づ
き
接
種
を
自
己
決

定
で
き
る
よ
う
、
市
と
し
て

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
、
有
効

性
、
危
険
性
を
し
っ
か
り
と

示
す
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
国
か
ら
具
体
的
な
方

策
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

接
種
を
必
要
と
す
る
人
が
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

実
施
方
法
の
検
討
を
行
う
。

ワクチン
接 種
市
民
へ
の
広
い
周
知
と

相
談
窓
口
の
整
備
を

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、全
市

民
が
対
象
で
あ
る
た
め
業
務

量
等
が
膨
大
と
な
る
。混
乱

が
懸
念
さ
れ
る
が
、ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
な
お
、
接
種
に
係
る
準
備

状
況
等
の
市
民
へ
の
周
知
と

不
安
軽
減
の
た
め
の
相
談
窓

口
の
整
備
を
要
望
す
る
。

答
弁　
国
が
示
す
接
種
順
位

に
従
っ
た
個
別
通
知
と
接
種

場
所
の
調
整
等
で
平
準
化
を

図
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
接
種
が

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

ワクチン
接 種
市
民
の
期
待
に
応
え
る

中
期
的
な
体
制
整
備
を

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に

接
種
す
る
に
は
、
担
当
部
署

だ
け
の
対
応
で
は
困
難
で
あ

る
。
全
庁
的
な
取
組
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
組
織
体

制
に
つ
い
て
聞
く
。

　
な
お
、
接
種
開
始
後
も
市

民
の
期
待
に
応
え
る
中
期
的

な
体
制
の
整
備
を
要
望
す
る
。

答
弁　
多
岐
に
わ
た
る
業
務

が
想
定
さ
れ
、
全
庁
的
な
業

務
体
制
の
整
備
や
構
築
を
図

る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
組
織

体
制
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
議
会
は
、
12
月
８
日
の
本

会
議
で
、「
樟
葉
駅
前
広
場

ロ
ー
タ
リ
ー
改
良
工
事
請
負

契
約
締
結
」
議
案
を
原
案
の

と
お
り
、
満
場
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
本
工
事
は
、
樟
葉
駅
前
広

場
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
お
け
る

交
通
混
雑
の
解
消
や
安
全
性

の
向
上
、
ま
た
公
共
交
通
の

　
議
会
は
、
12
月
22
日
の
本

会
議
で
、「
津
田
中
学
校
長

寿
命
化
改
修
工
事
請
負
変
更

契
約
締
結
」
議
案
を
原
案
の

と
お
り
、
満
場
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
こ
の
契
約
変
更
は
、夏
季
休

業
期
間
の
短
縮
に
よ
り
施
工

で
き
な
か
っ
た
外
壁
等
の
改

修
工
事
の
た
め
工
期
を
変
更

す
る
と
と
も
に
、
着
工
後
の

調
査
に
よ
り
必
要
と
な
っ
た

追
加
補
修
な
ど
の
た
め
契
約

金
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
は
、
12
月
22
日
の
本

会
議
で
、「
訴
え
の
提
起
」

議
案
を
原
案
の
と
お
り
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

<

事
件
名>

　
救
済
命
令
取
消
請
求
事
件

<

事
件
の
概
要>

・
市
は
、
市
職
員
会
館
の
一

部
を
、
市
職
員
労
働
組
合
の

事
務
所
と
し
て
、
行
政
財
産

の
目
的
外
使
用
を
許
可

・
同
組
合
は
、
同
会
館
の
使

用
を
巡
っ
て
市
が
行
っ
た
行

為
に
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ

た
と
し
て
、
府
労
働
委
員
会

へ
救
済
を
申
立
て

・
市
は
、
行
政
財
産
の
管
理

権
に
基
づ
く
正
当
な
行
為
で

あ
る
と
同
委
員
会
で
主
張

・
同
委
員
会
は
、
市
の
行
為

の
一
部
を
不
当
労
働
行
為
と

し
て
認
定
し
、
救
済
を
命
令

<

訴
え
の
要
旨>

・
市
は
、
同
委
員
会
の
命
令

を
不
服
と
し
て
、
大
阪
地
方

裁
判
所
に
対
し
取
消
し
を
求

め
る
。

救
済
命
令
に
従
い

話
合
い
で
解
決
を

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
、

行
政
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
べ
き
時
期
で
あ
る
。

府
労
働
委
員
会
を
相
手
に
起

こ
す
取
消
訴
訟
に
公
費
や
手

間
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、

市
の
不
当
労
働
行
為
に
対
し

て
発
せ
ら
れ
た
救
済
命
令
に

従
い
、
職
員
団
体
と
の
話
合

い
で
解
決
す
る
の
が
妥
当
と

考
え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
も
職
員
団

体
と
は
話
合
い
の
場
を
持
っ

て
き
た
が
、
本
件
に
つ
い
て

は
裁
判
で
争
う
こ
と
と
す
る
。

機
関
紙
の
内
容
指
摘

表
現
の
自
由
の
侵
害
で
は

質
問　
府
労
働
委
員
会
は
、

市
職
員
労
働
組
合
に
よ
る
機

関
紙
へ
の
政
治
的
記
事
の
掲

載
は
表
現
の
自
由
の
範
囲
内

で
、
市
が
求
め
る
事
務
所
明

渡
し
の
理
由
に
は
な
ら
な
い

と
し
た
。
市
職
員
会
館
の
使

用
許
可
条
件
に
反
す
る
と
指

摘
し
た
市
の
行
為
は
、
憲
法

第
21
条
の
表
現
の
自
由
を
侵

害
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
本
件
は
、
労
働
問
題

で
は
な
く
、
行
政
財
産
の
管

理
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
と

考
え
る
。

不
当
労
働
行
為
の
認
定

覆
す
根
拠
は
あ
る
の
か

質
問　
訴
え
を
提
起
す
る
に

当
た
り
、
弁
護
士
と
相
談
の

上
で
判
断
し
た
と
い
う
が
、

ど
の
よ
う
な
意
見
、
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

不
当
労
働
行
為
の
認
定
を
覆

す
十
分
な
根
拠
や
勝
訴
で
き

る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
本
件
は
行
政
財
産
の

管
理
上
の
問
題
で
あ
る
と
弁

護
士
と
も
共
通
の
認
識
を
し

て
お
り
、
府
労
働
委
員
会
の

事
実
認
定
等
に
誤
り
が
あ
る

と
考
え
、
本
市
の
主
張
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
裁
判
で
争
う
。

裁
判
へ
の
提
訴

市
長
の
私
費
で
行
う
べ
き

質
問　
本
件
は
労
使
間
の
問

題
で
あ
り
、
裁
判
の
結
果
は

市
民
の
利
益
に
直
接
関
係
が

な
い
の
で
、
提
訴
に
貴
重
な

税
金
を
使
う
の
で
は
な
く
、

市
長
の
私
費
で
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

　
な
お
、
裁
判
に
際
し
て
は
、

市
民
に
不
利
益
を
被
ら
せ
な

い
万
全
の
方
策
を
講
じ
る
べ

き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁　
行
政
財
産
の
管
理
に

関
す
る
裁
判
で
あ
り
、
私
費

で
行
う
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
裁
判

市
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は

質
問　
市
職
員
会
館
は
、
市

民
が
利
用
で
き
な
い
特
殊
な

行
政
財
産
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
来
年
度
の
税
収
が
不
透

明
な
中
、
多
額
の
税
金
を
使

っ
て
同
会
館
に
関
す
る
提
訴

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
市

民
が
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の

よ
う
に
実
感
で
き
る
の
か
。

答
弁　
同
会
館
は
市
民
の
財

産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

管
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
は

市
長
の
責
務
で
あ
り
、
市
民

の
利
益
に
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
梅
の
花
が
咲
く
季
節
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
号
で
は
、
12
月

定
例
月
議
会
の
内
容
を
中
心

に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
枚
方
市
議
会
報
は
、各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
報
編
集
委
員
会

で
協
議・決
定
し
た
編
集
基
準

に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

　
御
意
見
、
御
感
想
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
市
議
会
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
…　
野
村　
生
代

副
委
員
長
…　
山
口　
　
勤

委　
　

員
…　
加
藤　
　
治

松
岡
ち
ひ
ろ
、
奥
野　
美
佳

泉　
　
大
介
、
田
中　
優
子

■
契
約
金
額
…
５
億
１
９
１

万
円（
４
２
１
１
万
円
増
）

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

■
工
期
…
３
年
10
月
29
日
ま

で（
同
年
１
月
８
日
ま
で
か

ら
延
長
）

新
技
術
を
活
用
し

契
約
変
更
を
最
小
限
に

質
問　
工
事
中
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
っ
て
も
窓
を
閉
め
必

要
な
換
気
が
で
き
な
い
た
め
、

工
事
を
次
の
夏
季
休
業
期
間

へ
見
送
る
と
い
う
が
、10
月
に

ま
で
延
長
す
る
理
由
を
聞
く
。

　
な
お
、
契
約
変
更
が
最
小

限
と
な
る
よ
う
、
ド
ロ
ー
ン

等
の
新
技
術
を
活
用
し
た
調

査
精
度
の
向
上
を
要
望
す
る
。

答
弁　
工
事
は
夏
季
休
業
期

間
中
に
終
了
予
定
だ
が
、
着

工
後
の
損
傷
判
明
で
契
約
変

更
が
生
じ
た
際
に
必
要
な
工

期
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。

利
便
性
向
上
に
向
け
て
行
う

も
の
で
す
。

■
契
約
金
額
…
１
億
３
８
０

８
万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

■
工
期
…
４
年
１
月
31
日
ま

でバ
ス
乗
降
場
の
改
良
工
事

運
行
へ
の
影
響
は

質
問　
バ
ス
乗
降
場
を
改
良

し
、
車
道
側
に
歩
道
部
分
を

張
り
出
す
こ
と
で
乗
り
降
り

し
や
す
い
形
状
に
す
る
と
い

う
が
、
バ
ス
の
発
着
時
に
ス

ム
ー
ズ
な
運
行
が
で
き
る
の

か
、
見
解
を
聞
く
。

　
な
お
、
市
民
と
じ
か
に
接

す
る
現
場
職
員
の
意
見
等
も

聞
き
、
施
策
に
反
映
す
る
べ

き
だ
っ
た
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁　
設
計
の
際
、
バ
ス
走

行
時
の
軌
跡
図
で
検
証
す
る

と
と
も
に
、
バ
ス
事
業
者
と

も
協
議
や
確
認
を
行
っ
た
。

　
議
会
は
、
12
月
22
日
の
本

会
議
で
、「
令
和
２
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
13

号
）」を
原
案
の
と
お
り
、満

場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
補
正
予
算
は
、
歳
入

歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
９
６
８
０

万
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
補
正
内
容
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応

に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

確
保
事
業
費
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

ワ
ク
チ
ン
接
種

万
全
な
体
制
の
準
備
を

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
が
実
用
化
さ
れ

た
際
の
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
接
種
体
制
を
聞
く
。

　
な
お
、
ス
ム
ー
ズ
な
接
種

や
休
日
等
で
の
接
種
対
応
な

ど
、
万
全
な
体
制
を
準
備
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
３
年
１
月
に
は
シ
ス

新型コロナワクチン接種の
体制確保に係る経費

一般会計補正予算（第13号）を可決

樟 葉 駅 前 広 場
ロータリー改良工事
工事請負契約締結を可決

津田中学校長寿命化工事
工 期 な ど を 変 更
工事請負変更契約締結を可決

府
労
働
委
員
会
命
令
の

取
消
し
を
求
め
る

訴
え
の
提
起
を
可
決

全
員
協
議
会
を
開
催

見
直
し
案
や

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

12
議
員
が
質
問

新
庁
舎
整
備

市
駅
周
辺
再
整
備
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